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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

明
石
市
の
人
口
減
少
対
策
の
取
組 

 

質
　
明
石
市
の
泉
市
長
は
や
さ
し
い
社
会
を
明
石
か
ら
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
独
自
に
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
5
つ
の
無
料
化
の
中
で
、
学

校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

 

答
　
本
市
で
は
、
法
に
基
づ
き
食
材
費
の
み
を
保
護
者
か
ら

御
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
、
年
間
の
給
食
費
は
、
約
1
億
５

０
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
、
約
26
％
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
へ
は
、
就
学
援
助
に
よ
り
全
額
を
助
成
し
て
い
る
。
学
校

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
保
護
者
の
所
得
制
限
な
し
で
進
め

る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
本
市
の
子
育

て
支
援
全
体
の
中
で
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。 

  

西
高
跡
地
の
工
業
団
地
整
備 

 

質
　
秋
田
県
で
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
事
業
者
か
ら
市
へ
、
ま
た
は
市
か
ら
事
業
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
る
の
か
。 

  

答
　
知
事
か
ら
電
力
供
給
手
法
も
合
わ
せ
て
前
向
き
に
検
討

す
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
が
、
現
段
階
で
確
定
し
た
も
の

で
は
な
く
、
特
定
の
事
業
者
と
誘
致
に
向
け
た
具
体
的
な
や

り
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
能
代
市
の
人
口
減
少
対
策 

○
子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
長
の
考
え 

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち 

畠

貞

一

郎

 

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 

安
倍
元
首
相
の
国
葬
問
題
は 

 

質
　
故
安
倍
氏
の
国
葬
は
法
的
根
拠
が
な
く
国
葬
に
国
費
を

投
入
す
る
こ
と
に
多
く
の
人
が
怒
っ
て
い
る
。
国
葬
は
中
止

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
実
施
の
場
合
、
市
か
ら
市
民
に
対
す

る
弔
意
の
強
要
は
あ
る
の
か
。 

 

答
　
国
で
は
、
地
方
自
治
体
や
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
弔

意
表
明
の
協
力
を
求
め
な
い
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら

に
松
野
官
房
長
官
は
、
国
葬
儀
の
実
施
は
国
民
一
人
一
人
に

政
治
的
評
価
や
喪
に
服
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い

と
発
言
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
弔

意
の
強
要
を
す
る
こ
と
は
な
い
。 

   

学
校
給
食
費
の
無
償
化 

 
質
　
青
森
市
で
は
10
月
か
ら
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
る
。
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
で
賄
い
、

来
年
度
以
降
も
財
源
を
確
保
し
、
無
償
化
を
続
け
る
と
の
こ

と
。
本
市
も
臨
時
交
付
金
活
用
で
軽
減
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
本
市
の
子
育
て
支
援
全
体
の
中

で
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
物
価
高
騰
相
当
分
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
臨
時
交
付
金
の
活
用
事
例
の
一
つ
と

し
て
、
物
価
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
費
等
に
関
す
る
負
担
軽

減
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
市
全
体
の
交
付
金
活
用
の
中

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
米
代
川
河
口
で
の
水
上
バ
イ
ク
の
騒
音 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
観
光
や
教
育
等
で
有
効
な
デ
ジ
タ
ル
技
術 

○
Ａ
Ｒ
拡
張
現
実
の
活
用
で
見
え
て
く
る
課
題 

○
有
効
な
取
組
に
す
る
た
め
に
ど
う
展
開
す
る
か 

今
夏
の
大
雨
災
害
に
寄
せ
ら
れ
た
声 

 

質
　
昭
和
47
年
の
米
代
川
水
害
か
ら
50
年
た
つ
が
、
先
月
発

生
し
た
大
雨
を
受
け
て
市
民
の
皆
様
か
ら
、
情
報
伝
達
に
関

す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
災
害
時
に
即
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る

た
め
、
提
案
に
対
す
る
進
捗
状
況
を
逐
次
伝
え
る
考
え
は
。 

 

答
　
防
災
情
報
メ
ー
ル
と
防
災
行
政
無
線
が
な
ぜ
連
動
し
な

い
の
か
、
防
災
行
政
無
線
の
内
容
や
避
難
情
報
を
ア
プ
リ
1

つ
で
確
認
で
き
れ
ば
と
い
う
内
容
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
、

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
の
補
完
や
防
災
情
報
の
発
信
の

在
り
方
等
、
情
報
伝
達
手
法
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
進
捗
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

  

人
口
減
少
少
子
高
齢
化
時
代
の
ま
ち
づ
く
り 

 

質
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
自
主
的
か
つ
多
様
な

市
民
と
対
話
す
る
機
会
を
複
数
持
つ
こ
と
が
重
要
。
取
組
の

制
度
化
で
ま
ち
づ
く
り
の
自
分
ご
と
化
が
進
み
、
総
合
計
画

の
理
念
に
合
致
す
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。 

 

答
　
市
の
各
施
策
に
お
い
て
、
市
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
、
対
話
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。
様
々

な
施
策
の
形
成
過
程
に
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

意
見
交
換
や
合
意
形
成
を
図
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
重
要

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
な
る
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
、
合
意

形
成
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

希
望 

安

岡

明

雄

 

菊

地

時

子

 

日
本
共
産
党 


